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(百万円未満切捨て)

１．平成30年２月期第１四半期の連結業績（平成29年３月１日～平成29年５月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年２月期第１四半期 18,826 1.3 683 △14.8 643 △14.4 401 43.7

29年２月期第１四半期 18,582 1.1 802 13.3 751 12.2 279 9.6

(注)包括利益 30年２月期第１四半期 376 百万円 ( 25.4％) 29年２月期第１四半期 300 百万円 ( 2.6％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年２月期第１四半期 34.72 ―

29年２月期第１四半期 24.15 ―
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年２月期第１四半期 50,966 18,089 35.4

29年２月期 50,479 17,743 35.1

(参考) 自己資本 30年２月期第１四半期 18,051 百万円 　29年２月期 17,704 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年２月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00

　30年２月期 ―

　30年２月期(予想) 2.50 ― 2.50 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年２月期の連結業績予想（平成29年３月１日～平成30年２月28日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 38,630 2.5 1,350 0.6 1,260 0.3 650 40.2 56.27

通期 77,500 2.7 2,600 3.8 2,500 6.8 1,100 49.6 95.24

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

決算短信（宝印刷） 2017年07月03日 13時07分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、【添付資料】７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表

の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年２月期１Ｑ 11,550,000株 　29年２月期 11,550,000株

② 期末自己株式数 30年２月期１Ｑ 565株 　29年２月期 565株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年２月期１Ｑ 11,549,435株 29年２月期１Ｑ 11,549,435株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後さまざ

まな要因により、予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】２ページ「１.当四半期決算に関する

定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続き

ましたものの、欧米の政策不安や新興国経済の不確実性などから、景気の先行きは依然として不透明な状況が続い

てまいりました。

こうしたなか、当社グループは、営業力の強化と収益力の向上に取り組むとともに、コンプライアンスの強化に

努めてまいりました。また、平成29年３月１日付で当社子会社の株式会社でりか菜が、同社子会社の株式会社エッ

センを吸収合併し、グループ経営の効率化にも取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益(売上高及び営業収入)は188億26百万円(前年同四半期比1.3％

増)、営業利益は６億83百万円(前年同四半期比14.8％減)、経常利益は６億43百万円(前年同四半期比14.4％減)、親

会社株主に帰属する四半期純利益は４億１百万円(前年同四半期比43.7％増)となりました。

セグメントの概況は次のとおりであります。

(小売事業)

小売事業につきましては、商品力、販売力、サービスの向上により他店との差別化などによる店舗競争力の強化

を目指し、生鮮食品における加工技術の向上による鮮度アップや商品開発に努めるほか、時間帯に応じた販売態勢

の強化に注力してまいりました。また、平成29年４月に玉野店(岡山県玉野市)の改装に伴い「天満屋玉野ショッ

プ」を導入するなど既存店舗の活性化にも取り組んでまいりました。この結果、当第１四半期連結累計期間の小売

事業の営業収益は170億46百万円(前年同四半期比1.8％増)、営業利益は５億58百万円(前年同四半期比17.6％減)と

なりました。

(小売周辺事業)

小売周辺事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、引き続き徹底した品質管理と衛生

管理に努めるとともに、商品開発力の強化や生産性の向上にも取り組んでまいりました。この結果、当第１四半期

連結累計期間の小売周辺事業の営業収益は17億80百万円(前年同四半期比2.9％減)、営業利益は１億24百万円(前年

同四半期比0.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億87百万円増加し、509億66百万円

となりました。これは主に、流動資産が３億20百万円増加したことや、固定資産が１億66百万円増加したことによ

るものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億41百万円増加し、328億77百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金の増加などにより流動負債が14億81百万円増加したものの、長期借入金の減少などにより固定負債が13

億39百万円減少したことによるものであります。

また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億46百万円増加し、180億89百万円となりました。これは主に、

利益剰余金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、概ね計画どおり推移しておりますので、平成29年４月12日公表の業績予想からの変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,073,069 1,110,392

売掛金 1,607,735 1,831,161

営業貸付金 11,367 9,612

商品 2,950,914 3,033,466

貯蔵品 50,981 29,707

その他 1,749,449 1,749,001

貸倒引当金 △23,581 △22,817

流動資産合計 7,419,936 7,740,525

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,511,442 13,426,160

土地 15,279,763 15,189,763

その他（純額） 1,792,843 1,810,364

有形固定資産合計 30,584,049 30,426,288

無形固定資産

のれん 310,402 299,110

その他 2,737,963 2,742,290

無形固定資産合計 3,048,365 3,041,401

投資その他の資産

差入保証金 2,847,272 2,769,913

敷金 5,060,668 5,035,095

その他 1,531,798 1,966,430

貸倒引当金 △13,017 △13,000

投資その他の資産合計 9,426,722 9,758,439

固定資産合計 43,059,137 43,226,128

資産合計 50,479,073 50,966,653
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,865,234 5,844,475

電子記録債務 1,002,853 1,070,964

短期借入金 9,688,648 7,785,676

未払法人税等 185,391 233,594

賞与引当金 122,538 31,934

その他 2,877,689 3,256,836

流動負債合計 16,742,355 18,223,481

固定負債

長期借入金 10,092,267 8,859,118

役員退職慰労引当金 25,500 ―

利息返還損失引当金 121,600 114,851

退職給付に係る負債 1,505,798 1,532,391

資産除去債務 207,850 208,812

長期預り保証金 1,007,784 903,395

長期預り敷金 2,097,395 2,106,229

その他 935,448 929,072

固定負債合計 15,993,644 14,653,871

負債合計 32,736,000 32,877,352

純資産の部

株主資本

資本金 3,697,500 3,697,500

資本剰余金 5,347,500 5,347,500

利益剰余金 8,673,751 9,045,962

自己株式 △473 △473

株主資本合計 17,718,277 18,090,488

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 177,256 147,690

退職給付に係る調整累計額 △191,199 △186,214

その他の包括利益累計額合計 △13,942 △38,523

非支配株主持分 38,738 37,337

純資産合計 17,743,073 18,089,301

負債純資産合計 50,479,073 50,966,653
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年５月31日)

売上高 17,799,139 18,061,310

売上原価 13,272,612 13,538,332

売上総利益 4,526,527 4,522,978

営業収入 783,734 765,560

営業総利益 5,310,261 5,288,539

販売費及び一般管理費 4,508,094 4,604,776

営業利益 802,167 683,763

営業外収益

受取利息及び配当金 3,160 3,061

受取補償金 ― 2,859

協賛金収入 3,002 1,100

その他 1,962 321

営業外収益合計 8,125 7,341

営業外費用

支払利息 52,811 44,655

その他 5,729 3,319

営業外費用合計 58,540 47,975

経常利益 751,752 643,129

特別利益

固定資産売却益 2,162 ―

役員退職慰労引当金戻入額 50,000 ―

特別利益合計 52,162 ―

特別損失

固定資産除却損 68,089 26,135

その他 9,283 ―

特別損失合計 77,372 26,135

税金等調整前四半期純利益 726,542 616,993

法人税等 444,968 216,111

四半期純利益 281,573 400,882

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

2,541 △201

親会社株主に帰属する四半期純利益 279,032 401,084
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年５月31日)

四半期純利益 281,573 400,882

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,876 △29,566

退職給付に係る調整額 △377 4,984

その他の包括利益合計 18,498 △24,581

四半期包括利益 300,072 376,301

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 297,530 376,503

非支配株主に係る四半期包括利益 2,541 △201
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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